
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

２０２３年６月～202３年７月の主な予定表  （２０２３年６月発行） 

予定 全体会 新倉ふれあいの森 冨澤湧水・大坂ふれあいの森 

６月 
湧き水環境フォーラム in

和光の準備 

１７日 定期保全 

２７日 北原小３年生

ふれあいの森自然観察 

１０日 富澤フィールドワークとフォ

ーラム打ち合わせ 

２１日 大坂ふれあいの森保全活動 

７月 

富澤のフィールドワーク

の日程で第 1 回緑のパー

トナー研修会を実施 

 

１５日 定期保全 

㈱リゾン様参加 

活動後マジックショー

があります 

８日 冨澤フィールドワークと 

第 1回みどりのパートナー研修会 

１９日 大坂ふれあいの森保全活動 

 

 

１． ２０２３年度 第１６回総会を６月３日 １３時より白子コミセンで開催 

前日の６月２日から激しい雨、３日未明には線状降水帯が発生とのニュースがあり、大雨

が当日１０時ごろまで続きました。その後収まり、総会を白子コミセンで開催することが出

来ました。公園みどり課から課長高橋様、課長補佐佐々木様がご

臨席下さり、会員２２名の出席があり盛況の総会となりました。

当会は、定期活動として新倉、冨澤、大坂それぞれ地域の活動

で、今回のように一堂に会することが少なく、総会が重要です。

今年新入会者もあり、NPO 法人として今年も元気に、楽しく、

健康に活動を継続できそうです。２０２２年度の「湧き水テレポ

ートカード」の発行を皮切りに、今年度「冨澤湧水看板設置」、

紙芝居・絵本「ぼくの夢は湧き水になること」といった新しい提

案やアイデアが承認され、今後も増えることを期待しています。 

高橋課長より

ご挨拶をいただ

き、さらに和光

市議会議長となられた富澤啓二様から「大坂

ふれあいの森の公有地化」について伺いまし

た。和光の湧き水保全の動きが力強く始動し

ました。当総会の議長を堀文雄氏にお願いし

議事が進められ、質疑が行われすべての議案

が承認されました。終了後集合写真 
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公園みどり課課長高橋氏 

新市議会議長富澤氏のお話

し 



２．冨澤湧水を案内する看板を設置しました 

冨澤湧水の美しい湧き水を多くの人に知ってもらうために、看板を作りました。 

結果、通りを行き来する人を見ていると、看板の案内を見て湧き水を確認している人達がい

ることがわかりました。 

看板を作ることになった経緯は、湧水の魅力が現在の小さな案内だけでは伝わりにくいこ

とから、関心のあるメンバーで話し合ったところ、重要文化財のような雰囲気を出す看板を

設置することで、貴重な自然がそこにあることを発信できるのではと考えました。 

また、今までは駐車場に目的不明の人がうろうろする状態があり、車の利用者に不安を与

えていました。看板設置により付近に集まる人の目的を明確にすることができ、トラブルを

減らす効果も期待しています。 

設置個所やデザイン案を数種類検討し、富澤医院の院長に度々確認しながら具体的な看板

企画を完成させました。冨澤湧水の説明文は近年流行りの AI プログラムの「chatgpt」を活

用しました。並行してサイサン基金の応募および柳下技研株式会社様からのご寄付で施工費

用を捻出する計画を進め、可能な限り安価で丈夫でセンスの良い看板が作成できる業者を探

しました。 

5 月 30 日に午前中から工事を始め、午後 1 時頃には完成しました。 

今後、看板設置により駐車場が安全になり、冨澤湧水の保全を願う人が増えることを期待

して、活動を継続したいと思います。 

ここに生息する生き物は大変貴重なため、みんなで大切に守っていきましょう。 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 白子大坂ふれあいの森の会 総会 2023 年 5 月 17 日 

大坂ふれあいの森の定期活動日 2023 年 5 月 17 日 天候に恵まれ、公園みどり課の清水

様、山口様のご参加をいただき、白子大坂ふれあいの森の会の総会が開催されました。 

大坂ふれあいの森は、大きなイヌシデやムクノキが枝を広げ、青空のもと木の枝のパッチ

ワークが広がり澄んだ空気の中で、事前に配布された書類にそって総会が進められました。 

また、大坂ふれあいの森は今年度公有地化が実現します。周囲に家は建ちましたが、よう

やく湧水地として大坂ふれあいの森が永久に残される良い知らせでした。湧水地であり、カ

タクリ、イチリンソウなどかつての武蔵野台地末端部の特徴を残した斜面林です。会でもず

いぶん前から保全活動をし、継続して生物多様性を保ってきました。家が出来たことで、暗

くなりますが、西側の笹や樹木の枝を選定し広く開ければ日差しも入り、イチリンソウ群落

も保てます。中間地の木が成長

し暗くなってきているため、日

照が得られるよう樹木の間引き

が必要と思われます。 

急斜面の崖地は、ムクノキと

シュロががんばって斜面を支え

ています。ムクの大木の奥に若

いムクノキがあり、これも急斜

面を支えている大切な樹木で

す。ここで大坂ふれあいの森を

支えているといっても良いでし

ょう。ムクノキの存在は、泥質

の急斜面が適しています。大坂

ふれあいの森の支えは、このムクノキの大木、それを支える若いムクノキとシュロの根です。

来年度急斜面に保護用の素材を打ち込む予定とのことです。樹木の根に損傷がないよう細心

の注意が必要と思います。 

 

４． ｢オニヤンマづくり｣大盛況：つつじ祭り･和コラボまつりで工作コーナー 

 4月 29日の祝日に熊野神社境内でつつじ祭りが久しぶりに開

催されました。当会のテントでは、杉浦氏の指導のもと、「オ

ニヤンマづくり」を開催したと

ころ、多くの親子連れが申し込

み、待ち時間が 3～40 分。幼稚

園児から小学高学年の子供達

が、杉浦さんの優しい教え方で、落ち着いて最後まで根気よ

く、立派な作品を作っていました。和コラボまつりが 5 月 28



日に開かれましたが、緑のパートナー発表会が中止となり、会場が開いてしまいました。そ

こで湧き水の会が当会場を活用して「オニヤンマづくり」、「湧き水テ

レポートカード紹介コーナー」を開催しました。ここでも室内にもか

かわらず、2 つのコーナーは大変人気がありました。オニヤンマが出来

上がってみると、大きく置物としても存在感がある素晴らしいもので

す。これがあると「カ」がやってこないとの効果があります。 

 会としてもこの工作に関して、材料、準備、作り方など今から杉浦氏に教わり、作り方を

習得しておく必要があると思いました。   

 

５．「冨澤湧水地」が JCOM のつながるニュースで詳しく放映されました。 

 5 月 16 日 事前に連絡があった JCOM の取材の日です。落ち

着かず心配していた日がやってきました。普段から慣れ親しんだ

冨澤湧水の前で、午前中に取材され、今回は冨澤湧水の地質の特

徴、水辺の生き物、活動を始め、継続してきた経緯など幅広い質

問がありました。夕方 6 時には JCOM および「どろーかる」で

「つながるニュース」、15 分という長い番組で放映されました。 

冨澤湧水の緑が茂り、生き物の気配など季節感あふれ、水辺の涼しげな映像が流れました。 

 

６.「湧き水環境フォーラム in 和光」開催に向けてチラシを印刷し配布できるようすすめます 

今年は、大坂ふれあいの森が公有地になる記念の年、白子宿

特別緑地保全地区も看板が出来上がり、和光の湧き水保全が

進みます。これを機に、和光の湧き水を広く知ってもらいま

しょう。総会でも皆さんにチラシを配布しましたが新たに印

刷し、多方面への配布に皆様のご協力をお願いいたします。 

 

７． 今年度の地域定期保全活動について 

 緑の基本計画が新しく作られ、その方針に沿って、湧き水の会は「みどりのパートナー」

の一団体となりました。みどりのパートナーの各会員向けに、公園みどり課が研修会を企画

し、先ず当会がサポートして、予定された研修が市内 3 か所で行われることとなりました。 
 

〇冨澤湧水：7 月 8 日 定期保全活動およびアロマプログラム（火気使用は熊野神社） 

〇大坂ふれあいの森：9 月 20 日 定期活動及び草木染プログラム（火気使用は熊野神社） 

〇新倉ふれあいの森：11 月 18 日 定期活動及びアウトドアプログラム 

         ：2024 年 1 月 20 日 定期活動とイベントのプログラム作成 

〇新倉ふれあいの森：2024 年 3 月 16 日 定期活動と実践 
 

保全活動との両立が必要と思います。これからの活動にどのように生かされるか、まずは

「トライ」しましょう。 

              

                        

                     

                     

                 

                               

                              

                                
                                   
                                   
                                   
                                   
                               


